
The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

9 月 15日働 　シ ン ポ ジ ウ ム 第 2室 （732 ）

　 コ ミ ュ ニ ケー
シ i ン 重視の 英語教育におけ る英文法

English　Grammar　and 　Communication − Oriented　Teaching　of　English

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　　　　　 早坂　高則

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （宮城教育大学）

【趣旨】

　国際化の進展にっ れて，従来の 訳読中心 主義の 英語教育が批判の 対象 とな り，代わ っ て
コ ミ ＝ ニ ケ

ー
シ ョ ン能力の育成 を主 目的とする英語教育 の重要 性 が叫ばれて い る 。 こ の こ

と 自体は ．社会の動 向 ・
要請を考えれば

一
般的 な英語教育の方向 付けと して まこ と に も っ

ともな こ とと思われ る。 さて ，その ような英語教育において，い わゆる学習英文法は どの

ように位 置づけられ るべ きか 。 英文法は， ともすれば訳読中心主 義の 申し子の ように思 わ

れ，批判 （ときには 非難）の対象にされが ちだが，は た して コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン能 力の 育
成 にと っ て学習英文法 （学校文法）は有害無益だろ うか 。 本シ ン ポジ ウム で はこ の点 に議

論を集中 し， コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 能力の 育成 に真に役立 っ 英文法の 指導法はあ り得 ない か

を考えて い きた い
。

“
Tooズ と しての 「学校文法」

提案者 　早坂　高則

（宮城教育大学 ）

Oral　communication の 重要性は もちろ ん だが，世界 中が ネ ッ トワ
ー

クで 接縦 れっ っ あ

り，文字情報 も瞬時に して 世界中に届 く今 日を考えれ ば， wdtten 　communication も同様

にその重要性を増 してい く。 この点 か ら， この 両者を同様 に重要 なもの とと らえて い く。

　大学卒時の英語力の 目標 と して は，単なる 日常会話 にと どま らず，実用 的な情報交換 も

可能な （た とえば 「仕事」 に 使え る） レベ ル を， または少なくともそのための素地を作る

とこ ろまで を目指 した い 。

　英語学習者にと っ て ，学習時間の 絶対的な不足， 日常生活の 中で英語を使用 する場面が

ほ とん ど ない ， とい う現状 を考 え た場合， と くに基 礎段 階で は純粋 な communicative

approach のみで 成果を上げる こ とは困難と思 われ る。

　い ろい ろな意味で困難な状況に い る学習者に対 し，英語の skill の 獲得を支援す るた め

の
“
ガイ ドライ ゾ と して， また は r道具1 と して 「学校文法」 を と らえて い きた い 。 文

法の学習の麗 で，いわ ゆ る 騨   曲 ti騨 を生 じさせた の で は意味がな い 。

　文法項 目を並べ て 説明 しただけで は実際の sk ｛ll の 獲得に 結び っ か ず，ほ とん ど役 に立

たない とい っ てい いだ ろう 。 かっ て のこれに近い教授法が批判の 的に な っ て いるもの と思

われる。

　まず，学習者の 状況を十分考えた上 で，文法項 目を有機的に 整理統合する 。 これ らを知

一 81
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　


